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9.2025年度下半期の地図管理業務の実績報告 
日本学連幹事会　坂野議題 
地図管理業務委託契約に基づく栃木県エリアの2025年度利用状況の報告 
2026/03/17作成 
 
1点目　地図の売上報告 
地図管理に関する管理業務委託契約書「地図に関する調製（レイアウト・色彩・レイヤー設定

等）、印刷及び販売業務を行うにあたり、これを適正かつ確実に行うための業務」 
 
第５条：幹事会にて、地図管理業務の実績について報告しなければならない。報告の内容には、

販売地図名、販売枚数、販売額、販売先、地図使用日、売上総額を必ず含めなければならな

い。また、この報告は年度中間期と年度最終の幹事会・総会で行う。 
について 
 
詳細は地図販売記録2025.xlsxを参照。 
 
2025年度4月1日（初回利用日26日）から3月31日（最終利用日27日）までの12ヶ月間の地図印
刷枚数はA4サイズ換算(※1)で9951.5枚、売上金額3,611,200円。うち学連版権分(※2)は
2,235,875円。98テレイン・日の申請(※3)。利用者は7,553人（運営者を除く申告人数・3/23~27
未集計）。 
大規模地図修正を行った大会に対しては版権代減免措置（版権代無料）を適用している。2025
年度の減免措置適用大会は関東ロングセレ、北東ロングセレ、秋インカレ、関東ミドルセレ 
 
(※1)A5サイズは2枚でA4サイズ1枚と換算。 
(※2)1テレインA4サイズあたり販売金額400円、うち版権代250円。1:15,000で2テレイン利用の
A4サイズは販売金額700円で版権代500円となる。学連合宿など学連主催事業は手配の手間を
含めかつ版権代0で印刷調整費のみ200円。 
(※3)大規模大会は試走の申請が別日にカウント、練習会や合宿等の小規模な試走は本番利用
に含めてカウントしているため実際の利用日は数件ほど増える。 
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2点目、地図修正の報告 
栃木県の地図修正に関する業務委託契約書「オリエンテーリング用地図を現状に即して修正す

る業務」について 
令和6年度地図修正予算30万円の用途について説明。前提として報告義務はなし、要修正判断
は私の独断で可、再委託可能。 
 
・塩谷熊ノ木 
9月開催の中高選手権の直前に、最低限成り立つ程度に全体的に修正 
宮西山野精図の宮西優太郎氏へ委託、109,780円 
 
・日光例幣使街道 
地図図式と座標系の更新、レーザー測量反映作図および、伐採箇所の現地調査。 
高橋ひなの氏へ委託、200,000円、4月利用から発行予定 
  
3点目、問題や事案について 
前回報告済事項 
日光例幣使：大規模伐採作業により立ち入りの注意勧告 
日光毘沙門山：子熊の目撃 
日光不動の滝北：怪我による救急車、千葉大 
日光野口、所野、愛宕山：ヤマビルの拡大 
塩谷熊ノ木：蜂刺され 
日光愛宕山：現在地ロストにより地元の人による送迎と注意、茨城大 
塩谷熊ノ木：同上、中高選手権 
矢板倉掛：拠点で道路に広がっていることを役所へ通報＆注意、OLK 
矢板城の湯：駐車場を利用する際は事前に一報することと、施設利用すること 
 
新規報告事項 
矢板倉掛：現在地ロストにより地元の人による送迎と注意、OLK 
日光毘沙門山：カフェ駐車場の利用不可（坂野の指示の誤り） 
矢板山田：狩猟グループとの遭遇（入間） 
矢板塩田：大型動物の気配（千葉） 
矢板簗目川（長井）：ダム北部で伐採エリアの発生、事前に連絡あり調整（千葉） 
矢板簗目川（長井）：芝生への車両侵入痕跡の注意（オリエンティアではない？） 
矢板簗目川（長井）：ダム脇の細い舗装路ですれ違いの際に側溝へ脱輪（千葉） 
  
4点目、連絡事項 
 
前回報告済事項 
・伐採や間伐や土木工事などの作業者や重機へ近づき、その日のテレイン利用を認めてもらう

行為は厳禁です。その行為自体が非常に危険であることと、事業者の活動は我々の利用よりも

優先される、土地所有者（の委託）による事業活動です。作業の邪魔にならないよう、目に入らな

いようにコースを変更するなどして対応してください。それを速やかに報告してください。報告によ

り今後の事業者の活動や次のテレイン利用者への影響を最小限に抑えることができます。 
 
・冬季を基準に書かれた地図で夏季に藪が濃いのは当たり前なので、個別の地図修正の要望に

は応えられませんし、利用者からの報告だけで地図を描き変えることはしません。 
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・熊、蜂、ヤマビル、怪我等のリスクは利用者でコントロールしてください。どこでも起こり得ること

と、対象が広範囲で移動できること、総合的に判断してそのエリアでオリエンテーリング利用を禁

止するほどではない低リスクであるためです。オリエンテーリングは本質的に危険性のある競技

ですので、リスクの考え方についてはJOAイベントディレクタ資格などを受講しましょう。 
 
・例外的に、申請繁忙期の1月10日締めと10月10日締め(2月11日～3月10日と11月11日～12月
10日のテレイン利用)は締切を早めて12月20日および9月20日締め切りとします。申請繁忙期は
利用希望を調整し、日程やテレインを整理統合する場合があります。 
 
  
新規報告事項 
・練習会用地図の独自印刷、既存の販売地図をコピーしてのオリエンテーリング使用は認められ

ません。安全管理、渉外、料金徴収の面で多数の不都合があります。インカレやセレでの下見や

調査目的の利用、大会での誘導地図等は例外として認めることがあります。 
 
・狩猟グループとの遭遇時はコミュニケーションを取って危険のないように行動しましょう。話し合

えば妥協点を見つけられます。たいていは狩猟者がエリアを変更してくれますが、必要に応じて

柔軟にスタート時間の変更やコース変更をお願いします。 
 
・狩猟期間は日本全国で一般的に11月15日から翌年2月15日まで（地域やエリアや狩猟対象に
よって若干異なる）です。地元住民だけでなく遠方からでも狩猟者が来るので事前連絡や把握調

整は不可能であり、重要なレースをこの期間に開催すべきではありません。 
 
・2月は利用日程調整や合同開催などご協力ありがとうございました。2027年2-3月も同様に利
用件数制限を行う予定です。 
 
・基本的なテレイン利用方法の問い合わせ、利用案内や拠点位置や駐車場利用条件の質問な

ど、手引を読まずに問い合わせされることが頻発しています。簡単な質問を多数問い合わせされ

ることで返信のために業務に支障が出ており、場合によっては2月以外もテレイン利用を制限す
る必要が出てきます。まずは手引を自分で読む、申請者だけでなくコース設定者も手引を読む、

わからないことは先輩に聞く、AIに聞くなど配慮をお願いします。 
 
・コースデータの提出期限遅れ、データ提出後の枚数変更などが常態化しています。依頼内容の

無茶な追加や変更、報告フォームの提出遅れも頻発しています。スケジュールの調整、作業の

やり直し、催促連絡の手間により業務に支障が出ますので規則と期限を遵守するようお願いしま

す。 
 
・下絵の縮尺や解像度の設定間違い、紙面サイズやレイアウトを無視したコース、一般的な

OCADの使用方法を理解していないコース設定など初歩的なミスが多発しています。適切なコー
ス設定はオリエンテーリング経験の少ない方には難しいと思うので、経験のある上級生がアドバ

イスやサポートし、データを確認した上での入稿をお願いします。 
 
・緊急連絡先記載漏れ、位置説明の配置無しや記載の間違い、コース番号配置やレッグ線の切

断、全コントロール枚数指定忘れ、コース設定者と申請者の齟齬（コース名の差異、拠点位置の

違い、緊急連絡先の間違い）もよくあるミスです。確認してから入稿しましょう。 
以上 
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